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研究要旨： 

【研究目的】東京オリンピック開催中の開催地域内での同時多数傷病者事故（Mass casualty inciden

t：MCI）を想定し、MCI発生現場と周辺医療機関への消防救急車のアクセス情報と医療機関の類型を基に、

設定時間内での医療機関ごとの傷病者搬送数と院内収容先を予測する国内初のシミュレーションモデル

を考案し、地域のリスク評価を試みた。【研究方法】開催地域内の18カ所を仮想MCI発生場所とし、各々3

00人の傷病者を仮定した。その緊急度内訳を本邦の過去報告を基に設定し、緊急と準緊急の傷病者の総和

を初動に必要な救急車台数とした。次に、MCI覚知から根本治療開始までの時間（T分）が60分を超えない

範囲で搬送可能な医療機関を搬送先に設定した。来院後転帰と院内収容先の割合は、先行文献により規定

した。以上より各医療機関の搬送傷病者数、搬送後転帰を算出した。【結果】搬送先医療機関を救命救急

センターのみとし、緊急と準緊急の傷病者全員のTを60分以内と仮定した場合、2か所の競技会場と1か所

のライブサイトにおける医療機関が、他と比較して一病院あたりにかかる負荷が多大であることがわかっ

た。残りの会場、駅においてはMCI発生1時間後の一病院あたりの搬送傷病者数は緊急が2～5人、準緊急が

0～2人で、うち入院は3～4人で、入院後は手術1～3人、ICU入室が1人であり、分散搬送可能なことがわか

った。また1カ所のライブサイト会場と空港ではTを60分以内とするための搬送先医療機関がなかった。【考

察】今回のリスク評価法を用いることにより、各会場周辺の医療機関へ搬送される傷病者の緊急度とその

数の予測ができ、より具体性を持った準備を可能にすると思われる。併せて周辺の他の医療機関の繁忙度

を知ることになり、地域全体での事前計画の策定に役立つと考えられる。また、300人の仮想MCI発生時の

対応力の会場間の差異は、平時の救急医療の対応力の差異を示している可能性がある。【結論】今回策定

したシミュレーションモデルを用いた仮想MCI発生時の各会場における周辺医療機関の搬送傷病者数と緊

急度内訳の予測は各医療機関における計画策定と各地域の脆弱度に係る課題抽出に有用である。 
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A. 研究目的 

大規模イベント開催時の救急・災害医療体制の構

築にあたっては、具体的なリスクの想定が不可欠で

ある。先行論文においてリスク評価のための動的シ

ミュレーションモデルが報告されているが、本邦の

救急医療体制と開催地域の地勢の相違からそのまま

当てはめることはできない。そこで本分担研究班に

おいて、東京オリンピック開催中の開催地域内での

同時多数傷病者事故（Mass casualty incident：MC

I）を想定し、MCI発生現場と周辺医療機関への消防

救急車のアクセス情報と医療機関の類型を基に、設

定時間内での医療機関ごとの傷病者搬送数と院内収

容先を予測する国内初のシミュレーションモデルを

考案し、地域のリスク評価を試みた。 

B. 研究方法 

東京オリンピック開催地域内の18カ所（4カ所の

競技会場、8カ所のライブサイト会場、5つの主要駅、

空港）を仮想MCI発生場所とし、それぞれ300人の傷

病者の発生を仮定した。傷病者の緊急度内訳を本邦

の過去報告を基に設定し、緊急（トリアージ赤類型）

と準緊急（黄類型）の傷病者の総和を初動に必要な

救急車台数とした。次に、MCIの覚知から根本治療

開始までの時間（T）とし、Tを構成する各時間を設

定した。救急車の運行速度を500m/分とし、覚知か

ら現着までの時間（A分：中央値）を、直近消防署

と仮想MCI発生場所との距離を用いて算出した。ま

た病院選定に要する時間を除く平均現場滞在時間

が14分（東京消防庁データ）であったことに基づき、

現着から現発までの時間（B分：平均値）を15分と

設定した。また病着から根本治療開始までの時間（D

分）は横浜市重症外傷センター搬送基準を参考に15

分と規定した。最後にTが60分を超えない範囲で、

現発から病着までの時間（C分）を算出し、C分以内

に病着できる医療機関を搬送先とした。搬送先医療

機関類型は今回の検討では救命救急センターのみ

とした。また搬送先医療機関の来院後転帰は、先行

文献（Gates.Ann Surg.2014）に基づき、入院59%（う

ち救急外来からの直接収容先は手術室60%、ICU15%、

病棟25%）、帰宅41%とした。これらを基に各医療機

関における搬送傷病者数、搬送後転帰を算出した。 

C. 研究結果 

①福知山線列車脱線事故に対する医療活動報告

や過去文献を詳細に検討し、現場における緊

急度の内訳は緊急14%、準緊急6%、低緊急65%、

死亡15%であった。これにより必要台数は300

人中の20%にあたる60台（緊急用42台、準緊急

用18台）と算出された。 

②搬送先医療機関を救命救急センターのみとし、

緊急と準緊急の全ての傷病者のTを60分以内

と仮定した場合、2か所の競技会場と1か所の

ライブサイトにおける医療機関が、他の場所

と比較して一病院あたりにかかる負荷が多大

であることが示された。残りの会場、駅にお

いてはMCI発生1時間後の一病院あたりの搬送

傷病者数は緊急が2～5人、準緊急が0～2人で、

うち入院は3～4人で、入院後は手術1～3人、I

CU入室が1人であり、分散搬送が可能であるこ

とがわかった。また1カ所のライブサイト会場

と空港においてはTを60分以内とするための

搬送先医療機関をみとめなかった。さらに、

搬送先類型、搬送目標時間、仮想MCI発生場所

を変数として地図上にマッピングされた医療

機関と消防署と仮想MCI発生場所との間の救

急車の移動を可視化し、搬送時間、収容傷病

者数と収容先を自動計算して表示するアプリ

ケーションソフト（G-PRiSM：Geographical P

rediction and Risk assessment for Mass c

asualty Incident）を開発した（別添資料：2

020年東京オリンピック・パラリンピック大会

競技会場等の医療リスク評価シート MCIモ

デル Version 1（2019.3.31））。なお本ア

プリケーションにおいて仮想MCI発生場所を

各会場等のいずれかから選択した後、搬送先

医療機関類型や、救急車運行速度、T分を自由

に設定可能な仕様とした。 

128



 

D. 考察 

今回のリスク評価法を用いることにより、各会場

周辺の医療機関へ搬送される傷病者の緊急度とそ

の数の予測ができ、より具体性を持った準備を可能

にすると思われる。併せて周辺の他の医療機関の繁

忙度を知ることになり、地域全体での事前計画の策

定に役立つと考えられる。また、300人の仮想MCI発

生時の対応力の会場間の差異は、平時の救急医療の

対応力の差異を示している可能性がある。したがっ

て今後は、平時の各会場周辺における救急医療需要

（patient presentation ratio：PPR、transport 

 to hospital ratio：TTHR）と救急医療リソース（ベ

ッド数、医師数等）との需給均衡を調査し、イベン

トとは関係しない人口の高密度地域を想定して検

討を進める必要がある。今回の研究の限界としては、

搬送対象の緊急と準緊急を合わせた60人全員が現

場に集合し、そこに救急車が続々と到着し、まずは

緊急例の42人を搬送すると仮定した点にある。緊急

例を搬送する42台と準緊急の18台のA分は各々の類

型のそれらの「中央値」で代用しており、個々の救

急車の値を用いていない。今後さらに現実的な設定

に近づけるために、1台ずつのA分をもとに搬送する

モデルで計算し、シミュレーションを同じ想定で繰

り返し実施し「最適化」を行う必要がある。加えて、

ある救急車が現場に着いた時に「緊急または準緊

急」のいずれかの症例をランダムに運ぶというモデ

ルを試作する必要がある。 

E. 結論 

 今回策定したシミュレーションモデルを用いた仮

想MCI発生時の各会場における周辺医療機関の搬送

傷病者数と緊急度内訳の予測は、各医療機関におけ

る計画策定と各地域の脆弱度に係る課題抽出に有用

である。 

F. 研究発表 

1. 動的シミュレーションモデルを用いたMCIに対
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各競技会場・ライブサイト会場等一覧

No R 場所類型 名称 住所

1 ○ 選手村 東京都中央区晴海に整備予定 東京都中央区晴海五丁目地内

2 ○ オリンピック・パラリンピック会場 新国立競技場 東京都新宿区霞ヶ丘町

3 オリンピック・パラリンピック会場 東京体育館 東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目17番1号

4 オリンピック・パラリンピック会場 国立代々木競技場 東京都渋谷区神南二丁目1番1号

5 オリンピック・パラリンピック会場 日本武道館 東京都千代田区北の丸公園2番3号

6 オリンピック会場 皇居外苑 東京都千代田区皇居外苑１−１

7 ○ オリンピック・パラリンピック会場 東京国際フォーラム 東京都千代田区丸の内三丁目5番1号

8 オリンピック会場 国技館 東京都墨田区横網一丁目3番28号

9 オリンピック・パラリンピック会場 馬事公苑 東京都世田谷区上用賀二丁目1番1号

10 オリンピック・パラリンピック会場 武蔵野の森総合スポーツプラザ 東京都調布市西町290番地11

11 オリンピック会場 東京スタジアム 東京都調布市西町376番地3

12 オリンピック会場 武蔵野の森公園 東京都府中市朝日町３丁目７

13 オリンピック・パラリンピック会場 有明アリーナ 東京都江東区有明一丁目11番

14 オリンピック・パラリンピック会場 有明体操競技場 東京都江東区有明（建設中）

15 オリンピック会場 有明BMXコース 東京都江東区有明（建設中）

16 オリンピック・パラリンピック会場 有明テニスの森 東京都江東区有明二丁目2番22号

17 オリンピック・パラリンピック会場 お台場海浜公園 東京都港区台場一丁目

18 オリンピック会場 潮風公園 東京都品川区東八潮一丁目

19 オリンピック・パラリンピック会場 青海アーバンスポーツ会場 東京都江東区青海一丁目

20 オリンピック会場 大井ホッケー競技場
東京都品川区八潮四丁目1番19号
東京都大田区東海一丁目2番1号

21 オリンピック会場 海の森クロスカントリーコース 東京都江東区青海三丁目地先

22 オリンピック会場 カヌー・スラローム会場 東京都江戸川区臨海町六丁目1番1号

23 オリンピック・パラリンピック会場 アーチェリー会場（夢の島公園） 東京都江東区夢の島二丁目1番4号

24 オリンピック・パラリンピック会場 オリンピックアクアティクスセンター 東京都江東区辰巳二丁目2番1号

25 オリンピック会場 東京辰巳国際水泳場 東京都江東区辰巳二丁目8番10号

26 オリンピック会場 陸上自衛隊朝霧訓練場 東京都練馬区大泉学園町

27 ○ IBC/MPC 東京ビッグサイト 東京都江東区有明三丁目11番1号

28 ○ ライブサイト 都立代々木公園 東京都渋谷区代々木神園町２−１

29 ○ ライブサイト 都立井の頭恩賜公園 東京都武蔵野市御殿山１丁目１８−３１

30 ○ ライブサイト 都立日比谷公園 千代田区日比谷公園1-2

31 ○ ライブサイト 都立上野恩賜公園 東京都台東区上野公園・池之端三丁目

32 ○ ライブサイト 品川新駅前用地 東京都港区高輪３丁目

33 ○ ライブサイト 都庁都民広場 東京都新宿区西新宿２丁目８−１

34 ○ ライブサイト 池袋西口公園 東京都豊島区西池袋１丁目８−２６

35 ○ ライブサイト 臨海部（青海地区など） 東京都江東区

36 ○ 主要駅 池袋駅 東京都豊島 南池袋１丁目２８−１

37 ○ 主要駅 新宿駅 東京都豊島 南池袋１丁目２８−１

38 ○ 主要駅 東京駅 東京都千代田区丸の内１丁目1-1

39 ○ 主要駅 品川駅 東京都港区高輪３丁目

40 ○ 主要駅 渋谷駅 東京都渋谷区道玄坂1丁目1−1

41 ○ 空港 羽田空港 東京都渋谷区道玄坂1丁目1−1
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➢ 会場名

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車の
覚知〜現場到着までの時間（中央値）
A1：緊急例対応の救急車42台
A2：準緊急例対応の救急車18台

搬送完了時間：救急車60台が病院到着完了までの時間

▷ 現場の傷病者数と緊急度

15%14%
42人

6%
18人

65%

日本集団災害医学会 尼崎JR脱線事故特別調査委員会報告書

傷病者数 300人
緊急度

▷ 覚知〜根本治療開始までの時間 ▷ 病院搬入後経過

Gates JD., et al. The initial response to the Boston 
marathon bombing: lessons learned to prepare for the 
nest disaster. Ann Surg. 2014; 260: 960-6.

【記載内容・評価項目定義】

シミュレーションアプリケーションソフト
（G-PRiSM）によりマッピングされた

会場、医療機関、消防署

2020東京オリンピック・パラリンピック医療リスク評価シートMCIモデルVer.1
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➢ 1. 会場： 選手村

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

2020東京オリンピック・パラリンピック医療リスク評価シートMCIモデルVer.1

以降、緊急を赤、準緊急を黄で表記。棒
グラフの色も同様。

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 20 10 30 12 18 11 3 4

B 22 8 30 12 18 11 3 4

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 16.5分
A2 21.6分
搬送完了時間 50.9分
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➢ 2. 会場： 新国立競技場

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.6分
A2 16.3分
搬送完了時間 51.5分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 3 1 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 3 2 5 2 3 2 1 0

E 3 1 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 4 0 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 2 2 4 1 3 2 1 0

L 2 2 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 3 1 4 1 3 2 1 0

2020東京オリンピック・パラリンピック医療リスク評価シートMCIモデルVer.1
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➢ 7. 会場： 東京国際フォーラム

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.9分
A2 15.4分
搬送完了時間 48.0分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 4 1 5 2 3 2 1 0

D 3 2 5 2 3 2 1 0

E 3 2 5 2 3 2 1 0

F 4 1 5 2 3 2 1 0

G 4 1 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 2 2 4 1 3 2 1 0

L 3 1 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0
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➢ 27. 会場： 東京ビッグサイト

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 42 18 60 24 36 22 6 8

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 17.7分
A2 23.0分
搬送完了時間 50.5分
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➢ 28. ライブサイト： 都立代々木公園

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 10.2分
A2 16.4分
搬送完了時間 52.3分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 4 1 5 2 3 2 1 0

D 4 1 5 2 3 2 1 0

E 4 1 5 2 3 2 1 0

F 3 2 5 2 3 2 1 0

G 4 1 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 2 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 3 2 5 2 3 2 1 0

L 3 2 5 2 3 2 1 0
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➢ 29. ライブサイト： 都立井の頭恩賜公園

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 21 9 30 12 18 11 3 4

B 21 9 30 12 18 11 3 4

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 13.2分
A2 20.1分
搬送完了時間 43.9分
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➢ 30. ライブサイト： 都立日比谷公園

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 10.5分
A2 15.6分
搬送完了時間 50.7分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 2 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 3 2 5 2 3 2 1 0

E 3 1 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 3 1 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 4 0 4 1 3 2 1 0

J 2 2 4 1 3 2 1 0

K 3 1 4 1 3 2 1 0

L 3 1 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 2 2 4 1 3 2 1 0
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➢ 31. ライブサイト： 都立上野恩賜公園

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.0分
A2 14.7分
搬送完了時間 51.4分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 3 2 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 4 1 5 2 3 2 1 0

E 4 0 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 3 1 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 2 2 4 1 3 2 1 0

L 3 1 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 2 2 4 1 3 2 1 0
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➢ 32. ライブサイト： 高輪ゲートウェイ駅 駅前用地

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 11.4分
A2 17.8分
搬送完了時間 52.2分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 4 1 5 2 3 2 1 0

E 4 1 5 2 3 2 1 0

F 5 0 5 2 3 2 1 0

G 3 2 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 2 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 3 2 5 2 3 2 1 0

L 3 2 5 2 3 2 1 0
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➢ 33. ライブサイト： 都立都民広場

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.9分
A2 15.7分
搬送完了時間 51.0分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 3 2 5 2 3 2 1 0

E 3 1 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 3 1 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 3 1 4 1 3 2 1 0

L 2 2 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 3 1 4 1 3 2 1 0
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➢ 34. ライブサイト： 池袋西口公園

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 10.4分
A2 15.3分
搬送完了時間 50.4分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 2 6 2 4 3 1 0

B 5 1 6 2 4 3 1 0

C 4 2 6 2 4 3 1 0

D 4 2 6 2 4 3 1 0

E 4 2 6 2 4 3 1 0

F 4 1 5 2 3 2 1 0

G 4 1 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 2 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 4 1 5 2 3 2 1 0
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➢ 35. ライブサイト： 臨海部 青海地区

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 21.7分
A2 27.4分
搬送完了時間 --分
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➢ 36. 主要駅： 池袋駅

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 10.0分
A2 15.3分
搬送完了時間 51.3分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 2 6 2 4 3 1 0

B 5 1 6 2 4 3 1 0

C 4 2 6 2 4 3 1 0

D 4 2 6 2 4 3 1 0

E 4 2 6 2 4 3 1 0

F 4 1 5 2 3 2 1 0

G 3 2 5 2 3 2 1 0

H 4 1 5 2 3 2 1 0

I 4 1 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 3 2 5 2 3 2 1 0

2020東京オリンピック・パラリンピック医療リスク評価シートMCIモデルVer.1
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➢ 37. 主要駅： 新宿駅

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.1分
A2 15.0分
搬送完了時間 51.1分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 3 1 4 1 3 2 1 0

B 3 1 4 1 3 2 1 0

C 3 1 4 1 3 2 1 0

D 3 1 4 1 3 2 1 0

E 2 2 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 3 1 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 2 2 4 1 3 2 1 0

L 3 1 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 3 1 4 1 3 2 1 0

O 3 1 4 1 3 2 1 0
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➢ 38. 主要駅： 東京駅

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）
A1 9.8分
A2 14.7分
搬送完了時間 51.5分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 3 2 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 3 2 5 2 3 2 1 0

E 4 0 4 1 3 2 1 0

F 3 1 4 1 3 2 1 0

G 3 1 4 1 3 2 1 0

H 3 1 4 1 3 2 1 0

I 3 1 4 1 3 2 1 0

J 3 1 4 1 3 2 1 0

K 3 1 4 1 3 2 1 0

L 3 1 4 1 3 2 1 0

M 2 2 4 1 3 2 1 0

N 2 2 4 1 3 2 1 0
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➢ 39. 主要駅： 品川駅

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 11.4分
A2 17.8分
搬送完了時間 52.2分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 4 1 5 2 3 2 1 0

E 4 1 5 2 3 2 1 0

F 5 0 5 2 3 2 1 0

G 3 2 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 2 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 3 2 5 2 3 2 1 0

L 3 2 5 2 3 2 1 0
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➢ 40. 主要駅： 渋谷駅

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 9.7分
A2 15.4分
搬送完了時間 51.0分

赤 黄 合計 帰宅 入院 手術 ICU 病棟

A 4 1 5 2 3 2 1 0

B 4 1 5 2 3 2 1 0

C 3 2 5 2 3 2 1 0

D 4 1 5 2 3 2 1 0

E 4 1 5 2 3 2 1 0

F 5 0 5 2 3 2 1 0

G 3 2 5 2 3 2 1 0

H 3 2 5 2 3 2 1 0

I 3 2 5 2 3 2 1 0

J 3 2 5 2 3 2 1 0

K 3 2 5 2 3 2 1 0

L 3 2 5 2 3 2 1 0
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➢ 41. 羽田空港

➢ MCIモデル：想定傷病者数 300人
搬送先施設ごとの緊急度別搬入者数

（発災60分圏内：救命センターのみ）

直近の消防署に配備されている救急車
覚知〜現場到着までの時間（中央値）

A1 25.1分
A2 37.3分
搬送完了時間 --分
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